
 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和２．11．24 現在） 総数 293 名 

１年 95 名  ２年 108 名  ３年 90 名 

令 和 ２ 年 1 2 月 2 3 日 
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「
病
は
気
か
ら
」
と
い
う
言
葉
は
、
よ
く
耳
に
す
る
諺

の
一
つ
で
す
。
寒
さ
が
身
に
染
み
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の

時
期
、
登
下
校
す
る
時
間
帯
は
、
背
中
を
丸
く
し
な
が
ら

小
走
り
に
温
か
い
教
室
や
家
に
向
か
っ
て
い
る
生
徒
の
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。 

 
私
が
３
年
担
任
の
時
、
入
試
を
迎
え
る
気
持
ち
の
在
り

方
と
し
て
、
生
徒
に
「
三
つ
の
力
」
の
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
三
つ
の
力
と
は
「
学
力
」
「
気
力
」
「
体
力
」

の
こ
と
で
す
。
い
ま
朝
日
中
の
三
年
生
も
、
自
分
の
目
標

の
実
現
に
向
け
て
一
生
懸
命
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
き

っ
と
、
こ
の
正
月
も
こ
れ
ま
で
の
正
月
と
は
違
っ
て
、
勉

強
を
中
心
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

つ
い
先
日
の
新
聞
に
、
「
波
乱
の
大
会 

精
神
面
に
不

安
」
と
い
う
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
記
事
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

負
け
る
は
ず
が
な
い
相
手
に
逆
転
負
け
を
喫
し
た
本
人
は

「
気
持
ち
の
も
っ
て
い
き
方
で
、
ち
ゃ
ん
と
準
備
し
き
れ

て
い
な
か
っ
た
」
と
口
に
し
て
い
ま
し
た
。
弱
気
に
な
り

本
来
の
実
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
が
敗
因
で
し
た
。

そ
こ
に
、
「
い
か
に
気
持
ち
が
大
事
か
が
わ
か
っ
た
と
思

う
」
と
監
督
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

勉
強
に
励
む
生
徒
全
員
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
学
力

中
心
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
は

環
境
的
に
寒
い
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
感
染
症
に
も

気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
て
も
大
変
な
時
期
に
あ

り
ま
す
。
受
験
は
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
闘
い
だ
け
で
な
く
、

自
分
と
の
戦
い
で
も
あ
る
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
試
験
結
果
は
、
当
日
ま
で
の
体
調
管
理
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
学
力
は
今
ま
で
通
り
に
や
っ
て
い
れ
ば

そ
う
そ
う
落
ち
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
体

力
が
落
ち
る
と
気
力
ま
で
落
ち
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
力

を
１
０
０
％
出
し
切
れ
ず
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な

い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
管
理
・
体
調
管
理
に
気
を
つ
け

る
こ
と
が
一
番
で
す
。
適
切
な
医
療
管
理
と
併
せ
、
強
い

体
力
や
精
神
力
と
共
に
自
分
の
目
指
す
目
標
を
是
非
つ
か

み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

十
二
月
二
日
（
水
）
～
十
二
月
十
一
日
（
金
）
の
間
に
生
徒

会
の
生
徒
が
募
金
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
初
に
、
全
校

朝
会
で
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
、
生
徒
一
人
一
人
に
募
金
箱
を

配
付
し
て
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

集
ま
っ
た
募
金
は
、
一
万
九
千
百
七
十
四
円
で
し
た
。
こ
の

募
金
は
、
生
徒
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
、
金
融
機
関
に
届
け
ま

し
た
。
生
徒
玄
関
及
び
二
階
踊
り
場
に
募
金
に
係
る
生
徒
会
本

部
役
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

生
徒
会
本
部
役
員
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

皆
さ
ん
が
誰
か
の
た
め
に
役
に
立
つ
た
め
に
と
、
買
お
う
と

思
っ
て
い
た
ア
イ
ス
や
ゲ
ー
ム
機
を
我
慢
し
て
う
れ
た
お
金
！ 

そ
れ
は
、
必
ず
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
力
に
な
り
ま
す
。
自
分

達
が
募
金
し
た
お
金
が
彼
ら
に
届
く
こ
と
を
想
像
す
る
と
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
普
段
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は
気
付
け
な
い
困

っ
て
い
る
人
た
ち
の
姿
に
、
募
金
活
動
を
通
し
て
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
方
た
ち
の
役
に
少
し
で
も
立
て
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
え
ま
し
た
。
お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
る
社
会
。
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
社

会
の
一
員
と
し
て
、
世
の
中
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
が
「
誰
か
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
で
行
動

し
た
こ
の
気
持
ち
を
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
な
く
、
次
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
朝
日
中
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
困
っ
て
い
る
方
々
へ
私
た
ち
生
徒
会
役
員
が
責
任
を
も

っ
て
お
届
け
し
ま
す
。
募
金
を
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
も
素

敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
と
ど
き
ま
す
よ
う
に
。

 

  

 

奄
美
で
継
承
さ
れ
る
結
の
実
践 

 

今
月
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
記
念
月
間
で
す
。

生
徒
会
の
役
員
が
中
心
と
な
り
、
各
学
級
で
復
帰
に

向
け
た
先
人
の
思
い
や
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
や

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

歴
史
を
み
つ
め
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
向
き
合
う
こ

と
は
、
人
権
教
育
の
基
本
姿
勢
Ｍ
Ｏ
Ｍ
を
実
践
し
て

い
ま
し
た
。
家
庭
で
も
話
題
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

本
校
で
は
、
十
二
月
の
登
校
時
に
復
帰
に
関
わ
る

歌
を
放
送
し
て
い
ま
す
。 

 
 

Ｍ
Ｏ
Ｍ
実
践 

毎
年
鹿
児
島
県
学
校
環
境
緑
化
・
学
校
林
な
ど
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
は
旧
生

徒
会
整
美
部
長
、
副
部
長
が
大
島
支
庁
林
務
水
産
課

長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
県
内
十
一
校
の

受
賞
対
象
校
の
う
ち
、
２
校
の
み
中
学
校
で
あ
り
、

来
年
度
地
区
の
植
樹
祭
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

 

大
好
き
朝
日
校
区
、
朝
日
中 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



 

 

長距離走は走り終わってみないと・・分からない 

 長距離走を通して，最後まで精一杯頑張る精神力を養うとともに，総合的な体力向上を目

的としてロードレース大会が実施されました。雨が降って欲しいと願う生徒が多くいるぐら

い生徒にとっては，あまり好きでない学校行事です。しかしながら走り終えてみると達成

感，やりきった感のある行事です。また，保護者や地域の方にとっては，元気をもらう機会

となっています。ＰＴＡ保体厚生部と浦上交番の全面的な協力をいただきながら，多くの保

護者の応援をいただきながら実施することができました。ありがとうございました。 

 生徒の日記から 

 年中行事で多分１番嫌いなロードレース大会が終わりました。やりきった！苦手ながら一

生懸命走りました!〇位でした。・・・母に伝えたら笑われました・・・が 

 「できる自分を見せることは気持ちいいけど，できない自分を見せることは恥ずかしい。

でも〇番でもちゃんと走りきったあんたはえらい！」と言われ，久しぶりにジーンときまし

た。かっこええ！ありがとうお母さん！！ 

 

 
参加型の学習会で深く学ぶ 

 「拉致問題」が人権問題の一つであることを理解し，互い

の人権を尊重し，「拉致問題」の解決に向けて一人一人が感

心をもって考えることの大切さを知ることを目標に学習会を

開催しました。 

 「人権とは」，「人権侵害とは」，「人権問題を解決する

ために誰もができることとは」などについて発表などを通し

て考えを深めることができました。その後アニメ「めぐみ」

を視聴し，拉致問題について考えました。  

生徒感想から 

 今回，拉致問題啓発アニメ「めぐみ」を視聴して，今まで聞いたことはあっても，拉致問題についての知識や理解が

たりなかったので，詳しい内容や知識を得られて良かったと思います。拉致被害者はもちろん，その家族，親戚などの

身内の方々もはかりしれない恐怖や不安，心配，悲しみなどを抱えていたんだなと思うと，とてもつらい気持ちになり

ました。拉致以外の人権もそうですが，これらが起こる原因の一つに「どこか他人事のように受け取ってしまってい

る」というのがあると感じました。 

今も人権侵害が起こっているのは，起こす人が「してはいけないこと」を分かっていないからする訳で，その人が気

付かないことには意味がないと思います。現実は，厳しいので「お互いを尊重する」ことができない人をどのようにし

たらいいのかをしっかり考える必要があると思いました。可能な限り，これは世界中の一人残らず知らないといけない

と思います。人権をもっと身近に感じることができる世の中になってほしいです。 

熱い戦い！成果につながるかが成功の鍵 

 ビブリオバトルとは，お気に入りの本を紹介し合う書評合戦です。発表者はおすすめの本を３分間で紹介します。観

戦者が「最も読みたい！」と思った発表者の本に投票してチャンプ本を決めていきます。最初に先生方３名のよるバト

ルが行われました。その後，５名の生徒によるバトルが続きました。ロードレースの前の１校時で，ジャージ姿のバト

ルになりましたが，バトル終了後，図書室の来室生徒，貸し出し数が増えたことから，本に関する興味が高まったので

はないかと思われます。冬休みを前に，貸し出し可能冊数が５冊になっています。冬休み前に必ず図書室に行き，読み

たい本を選んでもらいたいと思います。選ぶ時には，ぜひバトラーの紹介した本も確認してみましょう。本校の図書室

は，保護者や地域の方にも開放しています。冬休みを前に，図書室を覗いてみませんか？ 

 

バトラーの感想 

 最初はまだ，しっかり言えていたの

ですが，最後がボロボロですごく悔し

かったです。でもこういう機会は，自

分にとってのチャンスだと思ったので

今回より上手にできるようにまた，ビ

ブリオバトルに参加したいです。 

観戦生徒から 

 今回のバトルを参観し，本を選び読

みたくなりました。ありがとう。 

１月学校行事 ＳＣ永田先生 12 日、19 日、26 日 ＳＣ丸内先生８日午後、29 日午後 

８日（金）始業式 大掃除 

９日（土）１年健康教室、チャレンジタイム 

12 日（火）３年実力テスト 

13 日（水）１，２年鹿児島学習定着度調査 

14 日（木）１，２年鹿児島学習定着度調査 

15 日（金）クリーン登校 

16 日（木）市愛護センター合同補導 

17 日（日）市民清掃 

18 日（月）鹿児島まるごと味わう週間 

市Ｐ連第３回理事会 

22 日（金）給食教室 

23 日（土）子どもと一緒に読書の日 


